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令 和 ４年 度 第 ２ 回  柏 市史 編 さ ん 委 員 会  次 第  

 

                             日 時 ： 令和 ５ 年 １ 月 １ ８ 日（ 水 ）             

午 後 １時 ３ ０ 分  

           場 所 ： 柏 市 役 所 本庁 舎 ５ 階  第 １ 委員 会 室  

 

１  開   会  

 

２  生涯 学 習 部 長 挨 拶  

 

３  報告 事 項  

  (1) 令 和 ４ 年 度 の 事 業 報 告 及 び ， 令 和５ 年 度 事 業 計 画 につ い て  

    (2) 今 後 の 柏 市 史 編 さ ん 刊 行 計 画 に つい て  

 

４  そ  の  他  

 

５  閉   会  

 

配 付 資 料 １ 
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柏 市 史編 さ ん 委 員 会 委 員  

               令 和 ４ 年４ 月 １ 日 現 在  

番  

号  

選 出  

区 分  
氏  名  職  等  

新再の別

及び回数 

１  
学 識  

経 験 者  
髙橋
たかはし

 美由紀
み ゆ き

 

立正大学教授 

（近世史研究） 

         本委員長 

再 

６回 

２  〃  上山
うえやま

 和雄
か ず お

 

國學院大学名誉教授 

兼横浜都市発展記念館長 

（近代現代史研究） 

         副委員長 

再 

５回 

３  〃  髙 林
たかばやし

 直 樹
な お き

 
元聖徳大学教授 

（近代史研究） 

再 

６回 

４  〃  関
せき

 惠子
さ と こ

 
古文書にみる柏歴史研究会員 

（古文書写真資料整理） 

再 

４回 

５  〃  横山
よこやま

 謙
けん

次
じ

 
元宮内庁書陵部修補師長 

（古文書学） 

再 

１回 

６  〃  平野
ひ ら の

 明夫
あ き お

 

國學院大學兼任講師 

駒澤大学非常勤講師 

（中世近世史研究） 

新 

７  〃  渡邉
わたなべ

 健二
け ん じ

 
旧吉田家住宅歴史公園園長 

（考古学研究） 
新 

８  〃  浦
うら

久
ひさ

 淳子
じゅんこ

 
柏歴史クラブ事務局長 

（近代現代史研究） 
新 

 

任 期 ：令 和 ３ 年 ７ 月 １ 日 か ら 令 和 ５ 年 ６ 月３ ０ 日 ま で  
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職 員 名簿  

番  号  職  等  氏  名  

１  生 涯 学 習 部 長  宮  島  浩  二  

２  文 化 課 長  田  口    大  

３  同 課  主 幹  黒  須  雅  子  

４  同 課  主 幹  小 河 原  博  志  

５  同 課  主 任  池    亜  季  
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次 第 ３  報 告 事 項  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) 令 和 ４ 年 度 の 事 業報 告 及 び ， 令 和 ５年 度 事 業 計 画 に つい て  
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―  令和 ４ 年 度 の 事 業 報告 （ 特 記 事 項 の み） ―  

１ 市 史 刊 行 事 業                                         

( 1 )  （仮 題 ）「柏 市 史 (沼 南 町 史 通 史 編 ）」刊 行 企 画 業 務  

〇 1 月 10 日 現 在 ， 本 文 部 28 名 執 筆 者 中 10 名 校 了 。 他 の執 筆 者 も

現 在 最終 稿 の チ ェ ッ ク 中 ， 回 答 待 ち 。 1 月 中 に 全員 校 了 予 定。  

〇 現 在， 事 務 局 で は 巻 末 部 の 対 応 中 。（ 図版 の 著 作 物 利 用 申請 ， 出

典 ・ 参考 文 献 ・ 協 力 者 一 覧 等 の リ ス ト 化 。巻 頭 部 口 絵 は 決 定・ 完

了 。）  

〇 こ れら 全 て に つ い て 1 月 内 を メ ド に 校 了。 印 刷 製 本 を 経 て年 度 内

完 成 ・納 品 予 定 。  

〇 全 700 部 中 ， 執 筆 者 や 市 史 編 さ ん 委 員 会委 員 ， 協 力 者 ， 協力 機 関

等 へ の無 償 頒 布 分 は 本 年 度 末 ～ 来 年 度 当 初に 配 送 予 定 。  

〇 有 償頒 布 分 に つ い て は 価 格 検 討 後 ， 一 般販 売 開 始 。（ Ｇ Ｗ前 後 ）  

〇 『 沼南 通 史 』 完 成 記 念 講 演 会 （ 講 師 2 名 程 度） 開 催 を 来 年度 予 定 。  

 

２ 史 料 保 存 活 用 事 業                                        

( 1 )  かしわ歴 史 写 真 整 理 ・発 信 事 業  

〇 出 張版 ・ 歴 史 写 真 展 （ 再 展 示 の 実 施 ）  

学 制 150 周 年 記 念 歴 史 写 真 展 「 柏 の 学 校 1 小 学校 が で き た」  

・ 柏 市民 ギ ャ ラ リ ー 開 催 版 （ 令 和 4 年 6 月 24 日 （ 金 ） ～ 6 月 27 日

（ 火 ）） の 同 展 示 内 容 を 第 2 弾 と し て ， 市内 図 書 館 各 所 に 分散 し

て 同 時開 催 。  

・ 市 民ギ ャ ラ リ ー 版 は 開 催 期 ， 感 染 警 戒

期 （ 第７ 波 直 前 期 ） と 異例 の 記 録 的 猛

暑 が 重な り ， 来 場 者 数 はあ い に く 振 る

わ ず 。し か し 展 示 内 容 自体 は 非 常 に 良

い と 評価 の 声 が 大 き く ，ま た テ ー マ

上 ， 子連 れ の フ ァ ミ リ ー層 等 ， 従 来 弱

み と して い た 層 の 来 場 も今 回 は 目 立 っ

た た め， 地 域 密 着 型 で 再展 示 に 至 っ た

も の 。   
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（ 参 考） 柏 市 民 ギ ャ ラ リ ー 一 日 平 均 利 用 者数  

R4 市 民 ギ ャ ラリ ー 版  

歴 史 写 真 展  

コ ロ ナ前  

一 般 催事  H30 歴 史 写 真展  

194 人  275 人  613 人  

 

〇 期 間： 令 和 4 年 10 月 4 日 （ 火 ） ～ 令 和 5 年 1 月 31 日 （ 火 ）  

 

 

〇 広 報か し わ ・ Ｓ Ｎ Ｓ を 使 っ て 告 知 （ 上 画面 写 真 は 例 ）。  

〇 図 書館 職 員 へ の ヒ ア リ ン グ に よ る と ，「広 報 を 見 て 来 館 した が 展

示 場 所が よ く 分 か ら な い 」 と ， め っ た に 来館 利 用 し な か っ たと 思

わ れ る市 民 の 来 館 動 機 と な っ た り ， 他 の 来館 者 も よ く 立 ち 止ま っ

て 興 味深 そ う に 見 て い る と ， や は り 反 応 はよ い と の こ と 。  

〇 ま た 10 月 28 日 ， 柏 市富 勢 地 区 青 少 年 健全 育 成 推 進 協 議 会 14 名

（ 大 人 5 名 ・ 小 学 生 9 名 ） が 同 じ く 広 報 を見 て 布 施 分 館 に 来館 。

域 内 の現 在 各 小 学 校 と 南 龍 寺 （ 江 戸 時 代 の現 地 寺 子 屋 ・ 富 勢小 発

祥 の 地）， 将 来 通 う 中 学校 （ 富 勢 中 ） と 合わ せ て 地 元 探 検 ツア ー

展 示 場所  展 示 対 象 校  

図 書 館本 館  柏 第 一・ 第 二 小  

増 尾 分館  土 小  

田 中 分館  田 中 小  

布 施 分館  富 勢 小  

沼 南 分館  手 賀 西小 ・ 手 賀 東 小 ・ 風早 北 部 小 ・ 風 早 南部 小  
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を 実 施。  

( 2 )  史 料 保 存 技 術 向 上 のための研 修  

〇 今 夏 ， 専 門 事 業 者 が 検 査 実 施 。（ 古 文 書 ） 収 蔵 庫 に て 虫 の 死 骸

（ 侵 入） の 発 見 確 認 と ， 秋 に 報 告 あ り 。  

〇 可 能性 と し て は ， 寄 贈 資 料 が 昨 今 急 増 した た め ， そ の 中 に混 入 し

て い たと 思 わ れ る 。  

〇 死 骸で あ っ た こ と ， 今 後 寒 期 を 迎 え る こと か ら 当 面 の 外 部侵 入 は

ほ ぼ な い と 予 想 さ れ た こ と か ら ， 防 虫 防 カ ビ の 応 急 処 置 （ 機 材 設

置 ） をし つ つ ， 空 調 管 理 ・ 清 掃 等 も よ り こま め に 実 施 。  

〇 史 料保 存 技 術 向 上 の た め 市 史 編 さ ん 担 当職 員 が 研 修 参 加 。  

 － 7 月 22 日 ： 国 立 公 文 書 館  

 － 12 月 2 日 ： 千 葉 県 史 料 保 存 活 用 連 絡協 議 会 （ 県 文 書 館）  

 

３ 市 史 啓 発 事 業                        

( 1 )  古 文 書 講 読 会  

〇 令 和 3 年 度 中 止 の た め 2 年 ぶ り に 開 催 。  

〇 令 和 4 年 9 月 11 日 （ 日 ） ～令 和 4 年 11 月 6 日（ 日 ） 計６ 日 間  

〇 ラ コル タ 柏 （ 旧 柏 市 中 央 公 民 館 ）  集 会 室 1・ 2・ 3 

〇 従 前仕 様 ： 平 日 開 催 ・ 沼 南 庁 舎 会 場  

  →本 年 度 よ り ： 日 曜 日 開 催 ・ 柏 駅 近 会場  

 （ 学生 ・ 現 役 世 代 ， ま た 交 通 困 難 者 で も利 用 し や す い も のに ）  

〇 全 6 回 中 5 回 以 上 受 講 さ れ た 方 を 対 象 に， 受 講 期 間 中 の モチ ベ ー

シ ョ ンア ッ プ と ， 達 成 感 ・ ス キ ル ア ッ プ を形 と し て 実 感 で きる よ

う ， 新た な 試 み と し て 修 了 証 発 行 。  

〇 講 師  

  初級 ・ 中 級 コ ー ス  本 市 職 員 （ 4 名 ）  

  上級 コ ー ス  中 村 勝 先 生 ・ 菅 根 幸 裕 先生 （ 千 葉 経 済 大 学教 授 ）  

単 位 ： 人  初 級  中 級  上 級  

申 込 者  25 23 21 

６ 回 延 べ 出 席 人 数  98 112 115 

修 了 証交 付 人 数  14 18 18 

修 了 証 取 得 率  70％  85％  85％  
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（ 結 果） 初 心 者 コ ー ス に て ， 高 校 生 や 20～ 30 代 複 数 人 と これ ま で

の 古 文書 講 読 会 で は 見 ら れ な か っ た 層 の 受講 生 が 参 加 。 若 年世 代

取 り 込み の 可 能 性 を 実 感 で き た 。  

  引き 続 き 多 様 な 世 代 を 取 り 込 む 工 夫 と， 離 脱 率 を 下 げ る事 前 準

備 ・ 配慮 に 努 め て い く 。  

 

( 2 )  市 内 歴 史 ・文 化 財 の啓 発 手 法 研 究  

〇 本 市と 包 括 連 携 協 定 を 締 結 し て い る 麗 澤大 学 に お い て ， 地域 連 携

実 習 「 若 者 に 刺 さ る ！ 柏 ヒ ス ト リ ー ・ 魅 力 発 信 プ ロ モ ー シ ョ ン 」

の 受 講生 募 集 開 始 （ 学 生 対 象 ）。  

〇 学 生 が や が て 社 会 人 ・ 研 究 者 と な る 際 ， 求 め ら れ る 「 課 題 解 決

力 」 養成 の た め の 講 座 。  

〇 よ って 市 職 員 が 講 師 と し て 大 学 生 に 教 える も の で な く ， 逆に 「 市

や 企 業 が 抱 え る 課 題 」 に つ い て 学 生 が ， 若 者 目 線 で コ ン サ ル テ ィ

ン グ ・提 案 す る も の 。  

〇 11 月 ， 受 講 生 1 名 あ り （ 昨年 度 受 講 希望 者 ゼ ロ ）。  

〇 課 題「 地 元 の 歴 史 ・ 文 化 財 に 対 す る 興 味関 心 や 関 わ り （ 活動 ） は

シ ニ ア 世 代 が ボ リ ュ ー ム 層 で あ り ， ま た 歴 史 事 業 に 賛 同 や ニ ー ズ

を 寄 せ て く だ さ る フ ァ ン 層 の た め ， こ れ ま で ど お り 同 世 代 の ニ ー

ズ 等 を意 識 し た 取 り 組 み は ， 主 軸 と し て 進め る 必 要 あ り 。  

  ただ し シ ニ ア 世 代 ・ 一 部 限 定 層 だ け では ジ リ 貧 化 も 明 らか 。 学

生 や 若 年 層 ， 子 育 て 世 代 等 ， 多 様 な 世 代 か ら 新 規 取 り 込 み も 行 わ

な い と， 歴 史 ・ 文 化 財 事 業 の 促 進 ど こ ろ か現 状 維 持 す ら 困 難。」  

〇 仮 説「 一 般 学 生 ・ 一 般 市 民 が 寺 社 仏 閣 ・〇 〇 城 跡 ， 〇 〇 邸等 ， 歴

史 文 化 財 資 源 を 単 品 で 見 学 ， と ん ぼ 返 り と い う シ ー ン は 現 実 的 で

は な い。」  

〇 仮 説検 証 の 視 点 「 観 光 と な る と 実 際 は ，文 化 財 資 源 と そ の近 隣 集

客 装 置 （ グ ル メ ・ シ ョ ッ ピ ン グ ・ 自 然 ・ 温 泉 ・ レ ジ ャ ー 施 設 等 ）

が セ ッ ト の 観 光 周 遊 ・ 時 間 消 費 。 よ っ て ピ ン ポ イ ン ト で は な い 線

的 ・ 面 的 な ， よ り 実 践 的 ワ カ モ ノ 版 「 か し わ 巡 り 」 が あ る の で

は ？ あ る と す れ ば ， ど ん な 組 み 合 わ せ ・ セ ッ ト メ ニ ュ ー が 提 案 可

能 そ うか ？ そ の ヒ ン ト ・ キ ー ワ ー ド は ？ 」  

〇 受 講生 ・ 担 当 教 授 ・ 文 化 課 と 合 わ せ て 研究 中 。 本 年 度 2 月 上 旬に

学 生 より 研 究 成 果 発 表 予 定 。  
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― 令 和５ 年 度 事 業 計 画 に つ い て （ 特 記 事 項の み ） ―  

１ 市 史 刊 行 事 業                        

( 1 )次 期 刊 行 計 画 （研 究 誌 第 3 号 ）に向 けた準 備  

〇詳 細 は配 布 資 料 2 のとおり 

 

２ 史 料 保 存 活 用 事 業                     

( 1 )  文 化 財 保 存 活 用 地 域 計 画 における具 体 事 業 の立 案 ・準 備  

・ 計 画承 認 後 ， 創 設 を 予 定 し て い る 同 計 画協 議 会 で の 意 見 も踏 ま え

な が ら，「 市 史 編 さ ん 担当 」 と し て の 事 業設 計 。  

 例 ）本 市 小 学 校 授 業 （ 学 校 ・ 校 区 別 ） での デ ジ タ ル 教 材 化・ Ａ Ｒ

化 等 。  

 

( 2 )  柏 市 史 料 デジタルアーカイブの公 開 資 料 数 拡 充  

・ 利 用承 諾 ・ 著 作 権 移 転 ・ デ ジ タ ル 化 ・ 資料 の サ ー バ ア ッ プ化 は 随

時 進 め て い る が ， 最 後 の Ｗ ｅ ｂ 公 開 ま で に は 至 っ て い な い も の も

多 い 。令 和 3 年の デ ジ タル ア ー カ イ ブ 公 開資 料 数 約 1 万 2 千 点 か

ら 現 在ま で ， 数 百 点 の 微 増 に 留 ま る 。  

・ こ れは 刊 行 ・ 公 開 ・ 広 報 当 時 と 異 な り ，現 代 の 価 値 観 や 社会 通 念

上 問 題 が あ っ た り ， あ る い は Ｗ ｅ ｂ 公 開 と い う 二 次 利 用 に つ い て

は 承 諾 の 意 思 確 認 を 取 れ て い な い 等 ， 人 権 問 題 や 知 的 財 産 権 の 観

点 に よる 部 分 が 大 き い 。  

・ な お， 社 会 的 に 資 料 の デ ジ タ ル ア ー カ イブ 化 が 期 待 さ れ て久 し い

が ， 全 国 各 市 ・ 世 界 規 模 で も 思 っ た 以 上 に 公 開 数 が 伸 び 悩 ん で い

る の は ， 技 術 的 問 題 と い う よ り 同 理 由 に よ る と の こ と （ 県 内 各 市

担 当 ・シ ス テ ム 会 社 ヒ ア リ ン グ よ り ）。  

・ 本 市で は 国 際 的 公 開 基 準 「 ク リ エ イ テ ィブ コ モ ン （ CC0 1.0）」 を

準 用 し た 国 立 国 会 図 書 館 デ ジ タ ル コ レ ク シ ョ ン ・ 国 立 公 文 書 館 デ

ジ タ ル ア ー カ イ ブ 等 の 先 進 事 例 や ， 情 報 系 及 び 歴 史 系 有 識 者 の 指

導 助 言 を 参 考 に し た り ， 大 規 模 資 料 数 所 有 者 （ 参 考 引 用 ・ 閲 覧 機

会 も 大 ） か ら の 権 利 確 認 を 進 め る 等 ， 効 率 的 に 資 料 公 開 を 加 速 し

た い 。  

・ ま た， 一 般 市 民 が 史 料 名 を 直 接 手 入 力 ・名 指 し で Ｗ ｅ ｂ 検索 ・ 閲
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覧 す る と い う 機 会 は ほ ぼ な い と 思 わ れ る 。 よ っ て 入 り 口 と な る ，

読 み 物 と し て お も し ろ い 郷 土 史 コ ン テ ン ツ も 拡 充 し ， そ の 深 掘

り ・ 根 拠 資 料 と し て 史 料 デ ジ タ ル ア ー カ イ ブ に リ ン ク 誘 導 で き る

よ う 工夫 を 進 め る 。  

・ 一 方， 特 に 自 治 体 は ， 視 覚 障 碍 者 や 外 国人 ， 高 齢 者 が 音 声自 読 み

上 げ 機 能 等 に よ り ホ ー ム ペ ー ジ を 簡 単 に 利 用 ・ 情 報 収 集 で き る よ

う ， ホ ー ム ペ ー ジ の Ｗ ｅ ｂ ア ク セ シ ビ リ テ ィ が 義 務 化 さ れ て い る 。

目 を 引 く 凝 っ た デ ザ イ ン 性 ・ 演 出 性 と ， 情 報 バ リ ア フ リ ー 化 の 同

時 実 現を 引 き 続 き 留 意 し て い く 。  

 

 ( 3 )  かしわ歴 史 写 真 整 理 ・発 信 事 業 （予 定 ） 

・ 日  時 ： 令 和 5 年 6 月 22 日 （ 木 ） ～ 6 月 25 日（ 日 ） 4 日 間  

・ 場  所 ： 柏 市 民 ギ ャ ラ リ ー （ 柏 市 民 パ レッ ト 内 ）  

・ タ イト ル ：「 柏 の 学 校Ⅱ  小 学 校 が で きた 」  

・ 特 別協 力 ： フ ォ ト ア ー カ イ ブ ス 柏  

 

( 4 )  史 料 保 存 環 境 の向 上  

・ 防 虫・ 防 カ ビ の た め の 燻 蒸 実 施 ， ト ラ ップ や 扉 部 の ガ ー ドレ ー ル

設 置 等予 定 。 専 門 事 業 者 に よ る 検 査 も 継 続実 施 。  

・ 地 震 火 災 等 の 災 害 や 盗 難 等 有 事 に 備 え ， 複 雑 に 絡 み 合 う 緒 計 画

（ 柏 市 地 域 防 災 計 画 や 危 機 管 理 基 本 計 画 ， 生 涯 学 習 部 災 害 時 活 動

マ ニ ュ ア ル ， 文 化 課 危 機 管 理 マ ニ ュ ア ル 等 ） に お け る 初 期 行 動 や

優 先 的 対 応 等 の 再 点 検 を 実 施 。 マ ニ ュ ア ル を 前 提 と し つ つ ， よ り

機 動 的に 史 料 を 守 れ る 体 制 を 平 時 の う ち に確 認 ・ 共 有 す る 。  

・ ま た， 地 震 等 の 場 合 ， 職 員 は 避 難 所 運 営や 食 料 ・ 医 薬 品 確保 等 ，

市 民 の 命 ・ 生 活 に 直 結 す る 業 務 に 従 事 す る た め ， 国 立 公 文 書 館 の

史 料 復 旧 支 援 チ ー ム や 千 葉 歴 史 ・ 自 然 資 料 救 済 ネ ッ ト ワ ー ク （ 県

文 書 館 窓 口 ） 等 ， 外 部 専 門 機 関 と の 連 携 や 関 係 性 構 築 も 検 討 し て

い く 。  

 

３ 市 史 啓 発 事 業                        

 ( 1 )郷 土 資 料 展 示 室 歴 史 企 画 展 事 業 （予 定 ） 

（ 仮 ）「 柏 と 千 葉 県 誕 生 150 年 の 歴 史 」  
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・ 近 現代 期 の 柏 の 成 長 に お い て ， 要 所 要 所で 関 わ っ て き た 千葉 県 。

そ の 関わ り を 交 え な が ら 柏 の 150 年 を 市 民に 紹 介 す る も の 。  

・ 市 内 4 エリ ア い ず れ の 発 展 に も 県 が 寄 与し て お り ， 市 民 にと っ て

も 身 近な 歴 史 の 話 と し て 伝 わ り や す い と 期待 。  

例 ） 小金 牧 開 墾 と 土 地 所 有 闘 争 で の 仲 裁 ―市 内 中 央 部 ・ 北 部  

  県営 軽 便 鉄 道 野 田 線 （ 現 東 武 ア ー バ ンパ ー ク ラ イ ン ） ―南 部  

  手賀 沼 の 県 営 就 航 船 「 中 秋 丸 」 ― 東 部  

  柏の 葉 キ ャ ン パ ス 駅 周 辺 の 都 市 基 盤 整備 ― 北 部  

・ 令 和 5 年 7 月 25 日 (火 ） よ り 5 か 月 程度 展 示 予 定 。  

・ 県 主導 の 周 年 事 業 ・ 大 型 Ｐ Ｒ 活 動 に 相 乗り す る こ と で ， 情報 発 信

力 を 高め ， 来 場 者 増 を 期 待 す る も の 。  

                            以 上  
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柏 市 史編 さ ん の 基 本 的 な 考 え 方  － 市 史 編さ ん 基 本 方 針 －  

 

平 成 ２ ８ 年 ５ 月 ２ ３ 日 決 定  
 

１  策 定 の 趣 旨  

こ の 基 本 方 針 は ， 本 市 が 市 史 編 さ ん 事 業 を 行 う に 当 た り ， 柏 市 第 五

次 総 合 計 画 の 基 本 構 想 で 示 さ れ た 本 市 の 将 来 都 市 像 「 未 来 へ つ づ く 先

進 住 環 境 都 市 ・ 柏 ～ 笑 顔 と 元 気 が 輪 と な り 広 が る 交 流 拠 点 ～ 」 の 実 現

に 向 け ， 市 史 編 さ ん の 方 向 性 を 示 す と と も に ， 市 史 編 さ ん 事 業 の 拠 り

ど こ ろ と す る た め に 策 定 す る も の で あ る 。  

 

２  市 史 編 さ ん の 定 義  

本 基 本 方 針 に い う 「 市 史 編 さ ん 事 業 」 の 定 義 は 次 の と お り と す る 。  

 (1) 市 民 全 般 ・ 市 内 外 に 残 る ， 柏 市 の 歴 史 ・ 文 化 ・ 民 俗 ・ 自 然 等 に 関 連

す る 資 料 全 般 を 収 集 し て 系 統 的 に 解 明 ・ 調 査 研 究 を 加 え て 出 版 す る 。  

 (2) 収 集 し た 歴 史 資 料 は 本 市 及 び 市 民 の 共 有 財 産 で あ り ， 本 市 を 理 解 し

よ り よ い 「 ま ち づ く り 」 の 基 本 資 料 と し て 保 存 管 理 し ， 活 用 し て い く 。  

 

３  基 本 方 針 の 期 間  

本 基 本 方 針 の 実 施 期 間 は ， 平 成 ２ ８ 年 度 か ら 平 成 ３ ２ 年 度 ま で の ５ 年

間 と し ， 必 要 に 応 じ 事 業 内 容 の 見 直 し を 行 う 。 な お ， 計 画 の 実 施 に 当 た

っ て は ， 基 本 計 画 ・ 実 施 計 画 及 び 予 算 に 反 映 さ せ る こ と に よ り ， そ の 実

現 を 図 る も の と す る 。  

 

４  市 史 編 さ ん 事 業 の 目 的  

市 史 編 さ ん 事 業 の 目 的 は 次 の と お り と す る 。  

 (1) 近 世 ・ 近 代 に お け る 行 政 の 区 分 を 超 え ， 広 い 視 野 か ら 柏 の 歴 史 的 な

位 置 を 明 ら か に す る 。  

 (2) 市 民 が 地 域 理 解 を 通 じ て 愛 郷 心 を 高 め る 基 盤 と し ， 継 続 的 に 市 民 自

ら が 行 う ま ち づ く り に 役 立 て る 。  

 (3) 新 た に 確 認 さ れ た 歴 史 資 料 の 検 証 を 通 し て ， 柏 の 歴 史 や 伝 統 文 化 を

改 め て 見 直 す こ と に よ り ， 本 市 の 発 展 及 び 文 化 の 向 上 に 資 す る 。  

 (4) 柏 に 関 す る 古 文 書 ・ 考 古 資 料 ・ 写 真 ・ 金 石 史 料 ・ 伝 承 等 の 有 形 ・ 無

形 の 歴 史 資 料 を 整 理 ・ 保 存 ・ 管 理 し ， 後 世 に 伝 え る と と も に ， 現 在 及 び

将 来 の 活 用 を 図 る 。  

 

５  市 史 編 さ ん 事 業 の 基 本 方 針  

市 史 は ， 次 の 基 本 方 針 に 基 づ き 編 さ ん す る も の と す る 。  

 (1) 既 刊 の 『 柏 市 史 』 『 沼 南 町 史 』 を は じ め ， こ れ ま で の 市 内 外 の 諸 研

究 を 参 考 と す る と と も に ， 各 学 問 分 野 に お け る 最 新 の 成 果 を 盛 り 込 み ，

生 活 す る 市 民 の 視 点 か ら 編 さ ん す る 。  

 (2) 旧 沼 南 地 区 の 通 史 の 完 成 と ， 旧 柏 地 区 の 増 加 し た 資 料 に 基 づ く 知 見

を 含 め た 未 刊 行 分 の 編 集 作 業 を 市 史 刊 行 の 二 つ の 柱 と す る 。  

 (3) 広 く 市 民 に 親 し ま れ る よ う ， 写 真 や 図 版 を 多 く 取 り 入 れ る ほ か ， Ｄ

Ｖ Ｄ 等 の メ デ ィ ア 活 用 も 考 慮 し て ， ま ち づ く り や 生 涯 学 習 ， 学 校 教 育 等

で 活 用 さ れ る 市 史 を 編 さ ん す る 。  

 (4) 歴 史 資 料 の 検 証 に 基 づ く ， 質 の 高 い 学 術 レ ベ ル に 耐 え う る 記 載 内 容

を 保 ち な が ら ， 平 易 な 文 章 で 読 み や す い 市 史 を 編 さ ん す る 。  

 (5) 本 市 は 近 現 代 に 急 速 な 都 市 化 と と も に 大 き く 変 貌 を 遂 げ ， 開 発 に 伴

い 関 係 資 料 の 散 逸 が 危 惧 さ れ て い る 。 こ う し た 状 況 を 踏 ま え ， 行 政 資 料
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を 中 心 に 早 急 な 調 査 を 実 施 す る 。  

 (6) 編 さ ん の 過 程 で 調 査 ・ 収 集 し た 原 資 料 ， 複 写 新 聞 記 事 な ど の ２ 次 資

料 は ， 将 来 に 向 け て 収 蔵 庫 で 適 正 に 保 存 ・ 管 理 し ， 柏 市 郷 土 資 料 展 示 室

等 で 広 く 市 民 に 公 開 ・ 閲 覧 し て 活 用 に 努 め る 。  

 (7) 歴 史 資 料 は ， 市 内 外 か ら 広 く 収 集 し ， 有 形 の も の だ け で な く ， 伝 承

等 無 形 の も の に も 配 慮 し て 収 集 す る 。  

 (8) 歴 史 資 料 は 柏 市 の 発 展 過 程 を 検 証 す る 基 礎 資 料 で あ り ， 「 ま ち づ く

り 」 に も 活 用 す べ き こ と を 踏 ま え ， 将 来 に お け る 市 民 と の 情 報 共 有 に

配 慮 し た 整 理 作 業 を 行 う 。  

 (9) こ れ ま で の 合 併 の 経 過 を 踏 ま え ， 柏 の 地 域 的 ・ 歴 史 的 ・ 文 化 的 な 特

性 を 基 に し な が ら 編 さ ん す る 。  

 

６  市 民 協 働  

市 史 編 さ ん に 当 た っ て は ， 市 民 参 加 に よ る 愛 郷 心 昂 揚 の 視 点 か ら ， 次

の 方 針 に よ り 市 民 協 働 を 進 め る も の と す る 。  

 (1) 市 民 に よ る 歴 史 資 料 整 理 ボ ラ ン テ ィ ア の 活 用 を 図 る 等 ， 市 民 参 加 ・

参 画 の 機 会 の 拡 大 に 努 め る 。  

 (2) 市 民 又 は 地 域 の 方 々 ， 大 学 等 と 協 働 し ， 地 域 の 歴 史 を 掘 り 起 こ す こ

と に 努 め る 。  

 (3) 地 域 の 研 究 団 体 や 個 人 ， 学 校 等 と 連 携 し ， 市 史 編 さ ん 事 業 の 普 及 に

努 め る と と も に ， 次 世 代 に 向 け た 人 材 育 成 を 図 る 。  

 (4) 歴 史 講 演 会 ・ 市 民 講 座 ・ 歴 史 散 歩 ・ 古 文 書 講 読 会 等 の 事 業 を 通 し て ，

郷 土 理 解 ・ 地 域 の 活 性 化 に よ り ， 市 民 の 協 働 意 識 の 醸 成 を 図 る 。  
 

７  市 史 の 内 容  

今 後 刊 行 す る 市 史 は ， 通 史 １ 冊 ， 史 料 集 ３ 冊 の 全 ４ 冊 と す る 。  

 (1) 〈 通  史 〉   （ 仮 称 ） 柏 市 史 （ 沼 南 町 史 通 史 編 ）  

 (2) 〈 資 料 集 〉   ① 柏 市 史 （ 原 始 古 代 中 世  考 古 資 料 ）  

         ② 柏 市 史 （ 史 料 編  花 野 井 吉 田 家 文 書 ）  

         ③ 柏 市 史 （ 近 現 代 史 料 ）  
 

８  市 史 編 さ ん 刊 行 計 画  

 (1) 通 史 及 び 資 料 集 の 刊 行 計 画 は 別 表 の と お り と す る 。  

 (2) 刊 行 計 画 は ， 資 料 の 収 集 状 況 や 資 料 調 査 の 進 捗 状 況 ・ 財 政 状 況 等 を

勘 案 し ， お よ そ ３ 年 後 を 目 途 に 見 直 し を 行 う こ と と す る 。  
 

９  頒 布 方 法  

市 史 の 頒 布 に 当 た っ て は ， 市 民 が 購 入 し や す い 価 格 設 定 ， 方 法 と な る

よ う 努 め る も の と す る 。  
 

１ ０  付 帯 事 業  

 (1) 市 史 編 さ ん 事 業 の 付 帯 事 業 と し て ， 市 史 編 さ ん 事 業 の 市 民 へ の 普 及

を 図 る た め の 啓 発 書 『 歴 史 ガ イ ド か し わ 』 （ 平 成 １ ９ 年 ３ 月 初 版 刊 行 ，

四 六 版 ２ ４ ８ ペ ー ジ ， ３ ， ０ ０ ０ 部 ） ， 学 術 研 究 に 資 す る 『 市 史 研 究 』

及 び 本 市 の 近 現 代 の 発 展 を 記 録 し た 『 写 真 集 』 を 刊 行 す る 。  

 (2) 市 史 の 市 民 へ の 普 及 を 図 る た め ， 歴 史 年 表 等 の 刊 行 に つ い て 検 討 す

る 。  
 

１ １  そ の 他  

市 史 編 さ ん 事 業 を 進 め る に 当 た っ て は ， こ の 「 基 本 的 な 考 え 方 」 の 趣

旨 を 広 く 市 民 に 伝 え る よ う 努 め る も の と す る 。  

柏 市 史 編 さ ん 委 員 会  
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○ 柏 市 史 編 さ ん 委 員 会 設 置 条 例   

昭 和 4 2 年 1 0 月 2 日  

条 例 第 3 5 号  

( 設 置 の 目 的 )  

第 1 条  本 市 の 歴 史 的 発 展 過 程 を 系 統 的 に 解 明 し ， も つ て 市 勢 発 展

と 市 民 の 愛 郷 心 の 昂 揚 を は か る た め ， 市 史 の 編 さ ん を 企 図 し ， 柏 市

史 編 さ ん 委 員 会 ( 以 下 「 委 員 会 」 と い う 。 ) を 設 置 す る 。  

( 委 員 会 の 任 務 )  

第 2 条  委 員 会 は ， 市 史 の 編 さ ん に 関 す る 基 本 方 針 を 定 め ， 必 要 な

資 料 の 収 集 と 研 究 を 行 な い 編 さ ん 業 務 に あ た る 。  

( 組 織 )  

第 3 条  委 員 会 は ， 委 員 1 0 人 以 内 で 構 成 し ， 学 識 経 験 者 の う ち か

ら 市 長 が 委 嘱 す る 。  

2  委 員 会 に ， 委 員 長 及 び 副 委 員 長 を 置 き ， 委 員 の 互 選 に よ っ て 定 め

る 。  

3  委 員 長 は ， 委 員 会 を 代 表 し ， 編 さ ん 業 務 を 統 理 す る 。  

4  副 委 員 長 は ， 委 員 長 を 補 佐 し ， 委 員 長 に 事 故 あ る と き は ， こ れ を

代 理 す る 。  

( 平 1 7 条 例 4 0 ・ 一 部 改 正 )  

( 会 議 )  

第 4 条  委 員 会 の 会 議 は ， 必 要 に 応 じ て 委 員 長 が 招 集 し ， そ の 議 長

と な る 。  

( 平 1 7 条 例 4 0 ・ 全 改 )  

( 任 期 )  

第 5 条  委 員 の 任 期 は ， 2 年 と す る 。 た だ し ， 補 欠 の 委 員 の 任 期 は ，

前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。  

( 平 1 7 条 例 4 0 ・ 一 部 改 正 )  

( 参 与 )  

第 6 条  市 史 編 さ ん 上 必 要 と 認 め る と き は ， 専 門 的 意 見 を 徴 し ， 又

は 執 筆 を 求 め る た め に 参 与 を 置 く こ と が で き る 。  

2  参 与 は ， 学 識 経 験 者 の う ち か ら ， 市 長 が 委 嘱 す る 。  

3  参 与 の 任 期 は ， 2 年 と す る 。 た だ し ， 補 欠 の 参 与 の 任 期 は ， 前 任

者 の 残 任 期 間 と す る 。  

( 平 1 7 条 例 4 0 ・ 一 部 改 正 )  

( 庶 務 )  

第 7 条  委 員 会 の 庶 務 は ， 市 長 の 定 め る 機 関 に 職 員 を お き ， こ れ を

処 理 す る 。  

( 委 任 )  

第 8 条  こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か ， 委 員 会 に 関 し 必 要 な 事 項 は

市 長 が 別 に 定 め る 。  

附  則  

こ の 条 例 は ， 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則 ( 平 成 1 7 年 条 例 第 4 0 号 )  

こ の 条 例 は ， 平 成 1 7 年 4 月 1 日 か ら 施 行 す る 。  
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